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～経営学と健康・スポーツ科学の相互理解による新しい価値の創造～

女子バレーボールの栄光と挫折

澤 野 雅 彦

ただいま御紹介いただきました澤野と申し

ます。どうぞよろしくお願いします。

去年も公開講座があったのですが，去年は

八幡製鉄所の野球の話をしました。同じので

いいのだろうと思っていたら，少し違うもの

をというふうにコーディネーターの田中先生

から言われましたので，今年は女子バレー

ボールの話をしようと用意しました。ただ，

題を出すときに，これは失敗したなと思って，

後で後悔したのですが，「栄光」はいいので

すけれども，「挫折」というと，女子バレー

ボールが日本から消えたというと挫折なので

しょうけれども，特に，私が興味を持ってい

る企業スポーツという意味では挫折かもしれ

ませんが，企業スポーツチームというのは今

はほとんどなくなりましたので，その意味で

ははっきり挫折なのですが，女子バレーボー

ル自体が挫折したわけではありませんので，

本来は題がおかしい，変えなければいかんな

ということを考えました。しかし，出してし

まったから，きょうはこの題のままでいきま

す。

御存じのように，１週間ほど前に北京オリ

ンピックの女子バレーボールの予選がありま

した。男子もそうなのですが，折りよくオリ

ンピック出場権をとりました。きのうも夜遅

くまで見ていたのですが，女子バスケットの

予選でチェコに負けまして，非常に惜しいと

ころだったけれども，最後は体力負けみたい

な感じでしたが，オリンピックの出場権は取

れませんでした。バレーにしろバスケットに

しろ，戦後しばらくというか，1940年代か

ら60年代の初めぐらいまでは，間違いなく

日本の女子のバレーボールとかバスケット

ボールとか，さらにハンドボールなんかも挙

げてもいいですけれども，女子の球技はほぼ

世界水準にありました。これには理由がある。

その理由というのがきょうのテーマになるか

と思います。

女子バレーボールの栄光

球技の中では，女子バレーボールが，初め

てオリンピック種目に採用されまして，これ

は画期的なのですけれども，もともと，オリ

ンピックというのは個人種目中心だったので

すが，特に，女子の場合，全く個人競技だけ

がオリンピックの種目だったところに，1964

年の東京オリンピックで，初めて球技，団体

競技が女子種目として採用されたわけです。

そのときに，随分議論あったようですが，反

対もあったようですが，東京オリンピックだ

ということで，日本がぜひやりたいと主張し

ました。男子のバレーボールをやることは決

まっていたのですけれども，女子は，そんな

ものやる必要ないというのが IOCの態度

だったのです。ところが，日本が，ソ連とか

アメリカとかを巻き込んで，どうしてもやり

たいと頑張りまして，それで IOCも渋々認

めたというのが東京オリンピックの女子バ
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レーボールのだったのです。

したがって，参加数も，６チームだけで，

しかも日本は，予定どおりオリンピックで金

メダルをとりました。男子のほうは，初めか

らメダルは無理と思っていたのですけれども，

実際やってみますと，上位争いしまして銅メ

ダルを取りました。記録を調べて思い出した

のですが，最終的に優勝したソ連にも勝って

いるのです。とにかく，かつてはバレーボー

ルというのは，すごく日本ではオリンピック

のメダル有望種目だった。と言っても，若い

人達はピンと来ないと思いますけれど。

そこで，どうしてオリンピックで優勝でき

たのかということに注目しまして，基本的に

私の興味，私自身，経営学ですので，企業と

スポーツの関係というような話をしてみたい

と思っている次第です。

「東洋の魔女」といえば，大体おわかりい

ただけるのかなと思いますけれども，娘に

「東洋の魔女」と言ったところ，若い人は

やっぱり知らないですね。「東洋の魔女」と

言えばみんな知っているんだと思ったところ，

うちの娘はイギリスで小学校の高学年から中

学まで育てた関係もあって，「東洋の魔女」っ

て知っているかと言ったら，「え，日本にも

魔女がいたの」という答えでした。魔女狩り

とか，「魔女」には，あまりいいイメージは

ないのだろうと思いますけれども。日本にも

魔女がいたというようなことを知らない人が

たくさんいるというふうに申し上げて，若い

人には注釈入りで，「東洋の魔女」といわな

ければいけません。

大松監督という名前を覚えておられるで

しょうか。当時「おれについてこい」という

本がベストセラーになりまして，一種の社会

現象になりました。何しろ，ちょっとデータ

があるのですが，今までのテレビの番組の視

聴率のベスト３，１位が紅白歌合戦，1963

年の12月31日ですが，これが81.4％だそ

うです。２位が女子バレーボール決勝の日本

対ソ連戦，66.8％です。それから，３位が日

韓ワールドカップサッカーの日本対ロシア，

66.1％というのがベスト３として，テレビの

視聴率のトップスリーです。

ところが，一応女子バレー，66.8％なので

すが，これはNHKが最高だったから，

NHKが記録されているということで，実は

ほかの民放も，すべてではないのですけれど

も，テレビ東京は別番組をやったらしいです

が，ほかのあらゆるテレビ局が全部同じフィ

ルムを出していたそうです。それを全部合計

すると90％を超えるらしいというほど，つ

まり何を言いたいかというと，紅白歌合戦が

一番見られたときでも81％。今はそんなに

見られませんよね。この女子バレーで，東京

オリンピックで日本の女子が優勝したのを，

90％以上の日本人が同時進行的に見ていたと

いうことです。当時の日本の一種の社会現象

だったというのは間違いない，非常に大きな

事件だったわけであります。

「東洋の魔女の誕生」

きょうの報告ですが，ちょっと宣伝を兼ね

て申し上げておきますと，これは私の著書で

すが，「企業スポーツの栄光と挫折」という

もの，主に八幡製鉄所の野球の話を書いてい

ます。これを青弓社という出版社から出した

のですが，この出版社から，女子バレーボー

ルを書いてくれといわれています。私，そん

なの専門じゃないよと言ったのですけれども，

ちょうど，東京大学の大学院生で「東洋の魔

女」の研究をしている新雅史君というのがい

るから，その人と２人で書いてくれと言われ

て，会って話した結果，一緒にやろうかとい

うことになりました。そこで，いろいろ調べ

ていたところ，同じ青弓社ライブラリーのシ

リーズで，私のはナンバー39なのですけれ

ども，ナンバー28のところで「生理休暇の

誕生」という本が出ていて，この本に感銘を
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受けたわけです。

これは，きょうのお話の前半部分なのです

けれども，紡績工場の女工さんの取り扱いの

お話がいろいろ出てくるわけです。生理休暇

は，日本だけにしかありません。日本の法律

を真似て，インドネシアとか韓国とか，アジ

アの中でちょっとそれを取り入れた国が出た

というだけで，生理休暇が自由にとれるとい

うのは日本だけだったそうです。だったとい

うのですが，今も実はその法律生きていまし

て，女性であれば，生理だと申告するだけで，

証明書も何もなしで企業は休暇を認めなけれ

ばいけないそうです。ところが，今，そうい

うことをする人はいなくなりまして，何年前

からいなくなったか知りませんけれども，で

も法律自体は生きているので，ぜひ女性の方，

１回やってみてください。だめだと言われる

と思うのですけれども，そうしたら，法律あ

るよと言って，裁判までいけば勝てるはずで

す。法学部の人間でありませんので，具体的

なことまでは言えませんけれども，多分勝つ

はずですというふうに申し上げておきます。

この話が，要するに女性のスポーツという

のがなぜ盛んではなかったかという説明にな

ります。生理があるからです。単純明快です。

生理があると，やっぱり競技能力が落ちます

し，そうすると，フェアネスというのがヨー

ロッパ発のスポーツの一番大事な価値観の一

つですから，これはフェアネスに反するとい

うことから，女子のスポーツは発展しなかっ

たというふうに考えることができます。今は，

御存じのように生理用品も非常によくなりま

して，別にほとんど，でも精神的には多少関

係あるのかなという気はしますけれども，そ

れを克服するのがトレーニングだということ

になると，ほとんど影響なく，女性だからと

いってスポーツがしにくいとか，そういうこ

とはなくなってきているのです。

けれども，結局女子バレーボールなどを扱

うときは，女性のスポーツとか女性の労働と

かという話をしなければならない。その時，

こういう専門家がいるといいなということで，

この本の著者，成城大学の田口亜紗さんも巻

き込み，３人で書きますという話にしました。

まず，私が「紡績工場の労務管理」，田口さ

んが「紡績女工の健康とスポーツ」そして新

君が「東洋の魔女」というような流れで書け

ばつながるかなと思っています。

田口さんは成城大学の文化人類学研究所勤

務の研究者ですが，彼女も新君も２人とも，

今ちょうど博士論文を書いていまして，こっ

ちを先にやれというふうに指導教授から言わ

れているという関係もありまして，博士論文

が終わってから一緒に本を書こう，「東洋の

魔女の誕生」というような標題になるかと思

いますが，本にしようとことで，今のところ

話がとまっているので，２年先になるか３年

先になるかわからないけれども，早く博士論

文を仕上げろと言って尻をたたいているとこ

ろです。

紡績会社の福利厚生

まず初めにということで，私がこんなこと

に興味を持ち出したのは，出版社から言われ

て仕方なくやったら，結構おもしろいという

話なのですけれども，そこに至るまでに，最

初の段階で，私も結構大きなカルチャー

ショックというか，気づかされて驚いた経験

があります。昔，富山大学というところにい

たのですけれども，経営短大が併設されてい

まして，時々こっちに講義に行かされる。こ

こで初めてゼミを持った。まだ，30歳前ぐ

らいだったと思いますけれども，経営短大と

いうところでゼミを持ったところ，そのとき

に８名ぐらいの学生が来まして，そのうちの

１人が，当時，富山にありました日清紡，こ

れは調べてみたら３年前にその工場を閉鎖し

たそうで，もうなくなりましたけれども，紡

績工場で働いている女工さんだったのです。

女子バレーボールの栄光と挫折(澤野)
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いろいろ話聞いたら，当時，いろいろなこ

とがわかりました。それで，女子バレーボー

ルについて調べていくと，まさにこのお話な

んだということになったわけです。その女工

さんから聞いた話ですが，紡績工場は，まず

特定地域から募集するということが大体どの

工場も決まっているのだということでした。

彼女は，北海道の名寄の先に美深という町が

ありますが，この美深の，しかも，さらに山

のほうへ入ったところの出身だと言っていま

した。美深の中学を卒業して，就職するとき

に，富山へ行かないかという話があって，先

輩もたくさん行っているからと。その中学と，

富山県にある日清紡の工場が契約をして，毎

年，何人かずつ，当時のことですから３人ず

つぐらいですけれども，それ以前に，繊維産

業が盛んだった頃は，10人規模で集団就職

みたいな形で行っていたようです。これは，

別に日清紡だけの話でなく，カネボウも日紡

もみんなということです。各地方の中学が紡

績工場と提携して，連続的に途絶えることな

くずっと人を送り込む。これは富山の場合に，

聞きましたところ，90年代の初めぐらいま

で続いて，そこから時々なくなったりして，

90年代の中ごろにはほとんど消えて，工場

もだんだん縮小していったという状態ですか

ら，富山の日清紡は，2005年に工場閉鎖を

するということになったそうです。

そして，日清紡に就職すると，中卒で入り

ますから，高校へ行かせてくれるのです。昼

間働いたら，夜，定時制高校へ行っていいよ

といってお金を出してくれる。あるいは，こ

れは行けに近いかもしれない。行きなさいと

いうことで，みんな高校へ行く。高校を卒業

して，大学へ行きたかったら行かせてあげる

よと言われると，夜間，ここの夜間部に来て

いる人たちも話は一緒なのですけれども，悪

い意味ではなく，なかば，夜勉強するのが中

毒になるということを言う人がたくさんいま

す。多分そんな状態になるわけで，全員がと

いうわけではないと思いますけれども夜間の

短大に進学するわけです。高校は多分，全員

行かせていたのだろうと思うのですけれども，

大学までは，別に行きたい人だけということ

だと思いますが，それでもせっかくのチャン

スだと，会社がお金出してくれるのならとい

うことで，彼女たちは来ていたわけです。１

人来たせいで，続々私の研究室に日清紡の女

工さんたちが，学年関係なく，ゼミとかも関

係なく，私のところへ来て仕事の相談とか，

こんなことあったとか，人生相談まで引き受

けていました。授業が休講になると私のとこ

ろへ来てお茶を飲んでいるという状態になり

ました。数年間でそういう状態は終わりまし

たけれども，とにかく女工さんは高校と大学，

定時制に入って勉強して，そして，私のゼミ

にいた人は，卒業すると同時に，結婚するの

だといいます。だれと結婚するのだと聞いた

ら，上司の奥さんが見合い写真を持って会社

の中を走り回っていると。それで，いい人が

いたから結婚するのですということで，卒業

と同時に結婚して，会社も退職して，東京へ

行きました。初めの数年間は年賀状とかも

らっていたのですけれども，今どこへ行った

かわからなくて，連絡とれないのが残念なの

ですけれども，とにかく各種の福利厚生とか

教育訓練の制度がきちんとどこの会社も整っ

ていましたので，そういうものを使って夜間

の高校とか夜間の大学で勉強するということ

がつい最近までできていたのです。

そして，歴史をたどっていきますと，紡績

工場でバレーボールが発生するのは，そうい

う福利厚生とか教育訓練，この場合，教育訓

練のほうがより大きいと思いますけれども，

教育訓練費の一部として，バレーボールに対

する活動に支出していたというのが，オリン

ピックの金メダルに結びついた。言葉を変え

ると，花嫁修業と言っていいのだろうなと思

うのですけれども，歴史的な経緯を見ていく

とそうなるのですが，女工さんの花嫁修業が
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オリンピックの金メダルを生んだんだよと

言って全然構わない，おもしろいストーリー

ができる。そのことを書いている本が全くと

言っていいほどありませんので，これを私の

仕事にしようというふうに考えています。

日紡貝塚工場

話に入っていく前に，去年できたばかりの

貝塚市歴史資料館を紹介します。できた直後

に，私，行ってびっくりしたのですけれども，

このすぐそばに，関西空港ができましたから，

関西空港から電車で15分，タクシーに乗っ

ても15分ぐらいで着きます。そこに昔の日

紡貝塚という工場があって，工場の跡地，も

う今は事務所で，ちょっと何人かの人が残務

処理みたいなのをやっているだけなのですけ

れども，その隣に，バレーボールのナショナ

ルトレーニングセンターというのもできまし

た。これは，日紡貝塚の体育館というのをつ

ぶして，その後に立派な体育館を建てたもの

ですが，このナショナルトレーニングセン

ターに，私が行ったときも，韓国のジュニア

のチームと日本のジュニアのチームが強化合

宿をやっていて，試合をやっていました。そ

ういうものができています。

その隣，昔日紡貝塚の事務所というか，本

社ではないですが，工場のヘッドオフィスで

すか，これを貝塚市が改修して資料館をつく

りまして，そのうちのかなり広い部屋，１部

屋を使って，まだ，準備を始めたばかりでき

ちんと展示していませんよというふうな説明

を受けましたけれども，今はもっといろいろ

置いたりして，日紡貝塚バレーボール部の展

示をしているはずです。というのは，日紡貝

塚のいろいろな資料は日紡，今はユニチカで

すが，この博物館が尼崎にあります。日紡の

かつての尼崎工場の跡ですが，これは，１週

間に１度しかあいていない上に，狭いもので

すから，元はここに置いていた女子バレーの

資料は，全部大阪ドームへ行ったよと言われ

て，大阪ドーム，まだ実は見に行っていない

のですけれども，大阪ドームにあるものの一

部をこっちに今運び込んでいる状態なのだそ

うです。何年かするとある程度きちんと展示

して，だれでも見に行った人が楽しめるとい

う状態になるだろうと思いますけれども，こ

れを紹介しておきます。

紡績工場の労務管理

さて，第１の話は，紡績工場の労務管理と

いう話になります。紡績工場で女工さんたち

をどんなふうに管理してきたかというお話を

しばらくするわけでありますが，そこからバ

レーボールが生まれてくるというお話です。

明治に入る直前に，洋式の紡績工場ができ上

がります。一番古いのは，薩摩藩，今ちょう

どNHKの大河ドラマ，学生さんたちに見

ているかと言っても，全くだれも見ていない

のでがっかりしますが，ここにおられる年代

の人たちであれば見ている人が多いのではな

いかと思いますけれども，その話の中に，多

分島津斉彬がつくった製鉄所などの話がでて

きます。薩英戦争の結果，負けるのですが，

負けた結果，イギリスと仲よくなって，イギ

リスの援助で日本最初の洋式工場が，鹿児島

にいろいろ造られるわけです。その一つであ

る，薩摩藩鹿児島紡績所というのが，日本最

古の紡績工場です。次に，その支店みたいな

形で，明治に入ってからですが，薩摩藩堺紡

績所というのが明治３年にできます。ここで

人材登用として薩摩藩から派遣されたのが五

代友厚という人ですから，この人の名前は歴

史の中に出てきますから，記憶があるのでは

ないかと思いますけれども，五代友厚がやっ

て失敗した紡績所というのが２番目の紡績所

です。

それから，３番目にできるのが鹿島紡績所

といいます。これは東京の北区にできて，こ
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れは間もなくつぶれます。社長は鹿島貞子さ

んです。余談ですが，日本は世界的に見て女

性の社長は一番多い国です。管理職は一番少

ない国の一つで，先進国の中では最低レベル

なのですけれども，社長の数に限れば，日本

は国際的に見て一番多い部類に入るのですけ

れども，それはともかく，日本にできた最初

の洋式会社の一つの社長は鹿島貞子さんとい

う女性です。旦那が資産家で，たまたまお金

を持っていて，イギリスの貿易とかに従事し

ていたようですが，イギリスから１台，織機

が届いた。織機というのは紡績機ですね。そ

れをたまたま手に入れたから，お前ちょっと

やってみろということで，紡績所をつくった

というのが３番目の紡績所です。薩摩藩の場

合は，鹿児島も堺も，イギリス人に会社経営

の全般を任せてしまったということがあるの

で，基本的に英国式でした。しかもこれ，つ

ぶれてしまっていますから，後に残らない，

後の系譜というふうにはならないのですが，

鹿島貞子さんのやり方というのは，ほかの紡

績所とかに影響することになります。

少し遅れて十基紡と言われる，政府がまと

めてイギリスから10台，織機を輸入しまし

て，だれかやるかと言ったけれども，結局７

社ぐらいしか手を挙げるところがなくて，あ

と三つぐらい，国営でやっているのですけれ

ども，全国に紡績工業を起こすという計画で，

10台，機械を輸入したということからでき

た紡績所が10箇所あります。最初の３つを

三始祖紡というふうに呼び，その後，十基紡

と呼ばれる紡績所が全国にでき上がっていっ

て，日本の紡績業の基礎ができます。

労務管理というところに特化してお話しし

ていきます。ほかのいろいろな話は全部省略

するつもりですが，基本的に労働時間の話を

最初に申し上げますと，明治の最初，どう

やって働かそうかと，当然考えますよね。こ

んな工場なんてやったことなかったのだから。

ではということで，江戸期の職人の方式を踏

襲する。江戸期の職人は，当然ですが，日が

暮れますと仕事になりません。したがって，

夜明けから仕事を始めて，日没まで仕事をす

る。結果的に，朝，いくら夜明けが６時だと

いっても，６時にすぐ集めるわけにはいきま

せんので，７時か７時半か，そのぐらいだっ

ただろうと思うのですけれども，例えば７時

ごろに集まってきなさいということにして，

当時，時計もありませんから，いい加減なも

のだったと思います。みんな集まったところ

で仕事を始めると，結果的に７時半とか８時

だと思いますけれども，日が暮れたらきょう

の仕事は終わりといって解散している。今の

ほうがひょっとしたら労働時間長いかもしれ

ませんね。10時間か11時間か，あるいは一

番長くて，夏場だったら12時間ぐらいとい

うふうに思うわけであります。

明治の10年代までは，通える範囲の近い

ところが募集しました。紡績業の場合は，鹿

島貞子さんが最初の社長だったということも

あるのかもしれないし，でも大体どこへ行っ

ても，世界的にどこの紡績工場を見ても女性

が多いのは事実です。女性しかいないという

のは日本ぐらいだと思いますけれども，手先

が器用でないと，糸を結んだり，（写真を見

せて）これはミュール紡績機といって，この

時期に日本に入ってきたものです。こういう

織機で，ここに錘と呼ばれる糸巻きのおもり

です。そこから糸をずっと垂らして，紡績と

いうのは何をするかというと，細い糸を何本

か集めてぎゅーっと引っ張って，こよりをつ

くるのと同じなのですけれども，何本かをま

とめて一本の糸にして，最終的にねじって糸

状にして，ここはかなり強くなりますから，

一本一本は弱い糸で，すぐ切れます。切れた

ら何人かでここを担当して，結びつける，結

び直すという仕事をするのが女工さんの仕事。

そうすると，男よりも女のほうがやっぱり，

どう見ても向いた仕事だろうなというふうに

思うわけですが，こんなところで時間をあま
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り使うとあっという間に時間がなくなります

ので，大急ぎで進みます。とにかく，近在か

ら募集して，通いで来てくれという形でやっ

ていました。そのために，来る人は結構いた

のだと思います。というのは，農家の副業で，

明治の初めですから，時代が変わったことも

あって，貧しいですから，副業みたいに機織

りをしていた。そういうものを全部駆逐して

しまって，そこで働いていた人たちを使って

紡績工場を始めたということであります。

十基紡は，大体規則では９時間とか10時

間と言っていたけれども，実質的には11時

間とか12時間とか働かせる。罰則規定とか

あるわけでないので，そういうふうにやって

いたのだろうなと推測されております。

日本紡績業の海外雄飛

ところが，明治の20年代ぐらいになりま

すと，イギリスから輸入されていた，また，

アジアの方にも入っていた綿布に対して，日

本は競争を仕掛けまして，だんだん競争に勝

つようになるわけです。日本国内で言うと，

明治23年には輸入高を生産高が超える，つ

まり，イギリスが主ですけれども，イギリス

から輸入していたものよりも日本国内でつ

くったものが日本で流通するという時代が来

ます。24年ころからは輸出に転じる。最初

に輸出したのは香港です。香港から上海とい

うふうにどんどんどんどん拡張し，シンガ

ポールとか東南アジアの方にも輸出します。

中国大陸へどんどんどんどん輸出するという

ふうにして，イギリスとの競争に勝つのです。

品質が多少日本のほうが悪かっただろうとい

うことが今からでも容易に想像できるのです

が，問題は，布をつくったときに，織布と言

いますが，反物の幅が，イギリスで作られア

ジアに輸出していたものは，在来のものより

かなり広かったわけです。日本の反物ってわ

かりますよね。学生だとここから説明しなけ

ればいけないので大変なのですが，丸めた，

これぐらいの幅ですよね。日本の和裁だと，

皆さんが御存じのこのサイズなのです。イギ

リスものは，ふた回りほど大きかった。安く

て品質がいいから，初めは日本にどんどん

入ってくるわけです。ところが，和裁などに

これは不便なのです，サイズ大きいから。和

裁のノウハウをまた新たにつくって切りかえ

るか，さもなければ，このサイズを切って使

う。切るというのは結構手間ですから，反物

を買ってきてから切って裁縫するということ

をやりますと手間ですから，少々品が悪くて

も，日本でつくられたもののほうがいいなと

なって，日本人が買うようになったと言われ

ています。アジアは，基本的に昔からやって

いた裁縫のサイズが日本と同じか，それに近

いようなものが圧倒的に多かった。だから，

輸出すると同じように，イギリスのものより

も日本製のほうがいいぞということに結局な

りますので，上海でも香港でも日本製のもの

が飛ぶように売れたと言われています。

そのようにしてイギリスとの競争に打ち

勝っていくのですが，もう一つトピックを言

わなければいけません。明治16年。明治16

年というのは何かというと，明治13，14年

ぐらいですかね，ところによって多少の差は

ありますけれども，電気が普及します，日本

に。電気がなければ，夜になったら終わり

だったのです，さっき言いましたように。と

ころが，電灯がつくと24時間操業できます

ね。実際に一番最初にやったのは桑原紡績所

というところですが，明治16年ぐらいから，

夜間でもできるではないかという雰囲気がで

き上がってくるわけです。16年ぐらいだっ

たらまだ大したことないのですけれども，23

年ぐらいから24年というのが一つのカッキ

になりまして，30年代になるにしたがって，

日本の生産量がどんどんどんどんふえていく

わけです。明治20年から明治32年にかけて，

工場数で4.4倍，さっき申し上げましたよう
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に，錘の数で生産高が決まるのですが，錘数

は17倍に増えています。

日本だと，最初の薩摩藩堺紡績所というの

は2,000錘の工場だったそうですが，イギリ

スでは１桁違うのです。５万錘とか６万錘と

かというのが普通の工場のサイズだった。そ

のぐらい生産力が全然違っていたのが，日本

でも，生産力が上がり，そして錘の数に応じ

て女工さんの数も必要だという話になります

から，17倍に生産力が伸びていくと，やっ

ぱりちょっとした人手不足に陥るわけです。

紡績女工の誕生

明治20年ごろから少しずつ遠隔地募集と

いうのが始まりますが，30年代に入ります

とピークに達します。もう人がいない，どう

しようかという話から始まって，だんだん遠

隔地募集が始まります。先ほど申し上げた話

につながっていくわけですが，最初は今と同

じで，派遣とか請負とかという話になってい

くのです。現代の歴史は，明治の末から大正

期に日本の経験した歴史を，逆回しの映画み

たいにたどっているような気がしてならない

のですけれども，安価な労働力を一番容易に

得る方法は，遠隔地に何かエージェントを置

いて，そこと契約して，そこから派遣を受け

るというやり方であります。

このエージェントが親方になるわけですが，

親方がのさばってくるとどうなるかというと，

飯場制度になります。飯場制度というのも，

ここに居られるような年配の方ですと，若い

ころに聞いたことがあるし，実際に行ったこ

とがあるという人も結構居られるかもしれま

せん。寮なのですけれども，寮というよりは

監獄に近いかもしれないというようなところ

に押し込んで，逃げないように監視する。そ

こから連れ出して，そして親方が会社から請

負ということで，この仕事を全部請け負うわ

けです。女工さんを連れて，おまえ働けよと

言って，その親方が女工さんたちを率いて工

場の中に入って，機械を全部動かしてもらっ

て，一定の生産力，どれだけの生産が必要だ

よと言ったら，それを請け負って，親方に全

部給与を渡され，親方が女工さんにそれぞれ

給与を渡す。その女工さんが，親方が関係す

る遠隔地の，人材派遣会社ですか，今で言う

と，そこに頼んで長期的に募集していくとい

うやり方です。

飯場制度というのが，繊維産業の場合にも

できますが，これは間もなく禁止されます。

女性が多かったことが理由です。男が相手の，

石炭産業の場合には，一番極端な形であらわ

れまして，これは戦後まで続きますが，こう

いうことをやっていては労働がめちゃくちゃ

になるだろうと想像できます。今と逆の話か

同じ話か知りませんけれども。こういう派遣

とか請負とかということをやりながら，過酷

な労働条件の時代に入っていくわけです。

一方では，一定の遠隔地とそれぞれ企業が

つながりを持ちます。そういうことが一つず

つ問題になるのですが，引き抜き，人が足り

ませんから，ほかの企業から引き抜くという

ことがだんだん一般化します。初めは熟練工

だけが引き抜きの対象になって，職長という

か，女工さんの中で腕のいい人，おまえにこ

のグループを任すぞというような人だけが引

き抜きの対象だったのですけれども，30年

代も深まっていきますと，全く頭数さえそろ

えばいいという形のめちゃくちゃな状態にな

ります。そこで，派遣が禁止されるわけです。

派遣とか請負の，今問題になっているような

ことが，ほぼ明治の終わり，大正の初めぐら

いに禁止されます。

そのかわりに，明治の終わりごろにできて

くるのが公共職業安定所です。これを各地に

置いた。今のハローワークですね。ハロー

ワークで全部会社に対する斡旋みたいなもの

を一括して取り扱う，これは公的機関でない

と，個人の請負業者とか人材派遣業者では非
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常に社会問題を引き起こすような問題となる。

実際に，ちょうど明治の終わりごろになりま

すと，「女工哀史」（細井和喜蔵）とか，「日

本の下層社会」（横山源之助）というような，

いろいろな本が出ますよね。そういう時代に

なって，社会問題になって，国民的批判にさ

らされる。今，なぜ国民的批判にさらされな

いのか不思議です。とにかく，当時は国民的

批判にさらされ，プロレタリア文学みたいな

ものがあらわれて，一種の社会問題になりま

す。だから，こういうことはやめましょうと

いうことで政府も決断して，公共職業安定所

というものをつくって，最初は紹介所ですね。

戦後，安定所に名前が変わります。男子は全

部こういう公共の施設でなければ職業斡旋み

たいなことはできないというふうに変わりま

す。女子の場合は，多少抜け道をいろいろ

使って，常設の職業紹介人というのが地方で

活躍するということも認めました。なぜなら

ば，この公共職業紹介所は県庁所在地とか大

きい都市ぐらいしか置けません。さっきも言

いましたように，女子の場合は，そういうと

ころよりも村の奥地の字とか，そういうとこ

ろから人を集めるというのが基本ですから，

公共職業紹介所では手に負えないという特別

な理由で，女子の場合に限って，紡績工場に

紹介する場合に限って，常設紹介人というの

が，基準は公共職業紹介所と同じですけれど

も，そういう形で認められたといういきさつ

があります。

そのようにして，先ほど一番先に申しまし

たように，紡績工場とある地域と結びついて，

そこから継続的に，ここの地域からはどこの

工場というふうな形の人の移動というのが始

まったわけであります。だんだん紡績所ごと

に区割りを決めて，棲み分けができあがりま

す。取り合いをするのは，お互いやめようと

いうような雰囲気ができ上がっていくのが明

治の終わりです。

評判がよかった順番にいくと，広島，香川，

滋賀，岐阜，山口，要するに紡績工場，大阪

中心に，関西が一番多いですが，そこから同

心円状に，比較的近いところの評判がよろし

くて，当時，やっぱり評判が悪かったのが九

州とか，東北もまだこの時期はそんなに来な

いのですけれども，もうちょっと後から東北

がどんどん入ってくるようになりますが，九

州とか，それから，同じ香川県などは，紡績

工場の場合，バレーボールが特に昔から強

かったのですけれども，そういう関係もあっ

て，香川は非常に評判がいいのですけれども，

高知とか になると，同じ四国でも，遠くな

ると評判が悪かった。とにかく，こういうつ

ながりみたいなものがわりときちんとできて

いくということになります。

社内福利厚生制度の萌芽

そして，明治の終わりごろから少しずつ，

書状による通報などが始まります。おたくの

娘さんは元気にこういうふうに働いています

よというような手紙を書いて親御さんを安心

させるわけです。それから，社員による家庭

訪問。家庭訪問のときに，後で出てくる強制

貯金みたいなものを持って，おたくの娘さん

が稼いだお金の一部ですよと言って送り届け

る。そして元気に働いていますよと言って安

心させるわけです。

それで，各会社は明治の終わりごろから，

これは別に紡績工場だけでなく，日本の会社

という会社がこういうことを始めたと言って

も過言ではないぐらいはやった話ですが，社

内報というのが一般的になって，それを送り

届ける。こういうことをやらないと，田舎で

娘さんを出す親御さんは安心できないだろう

ということを紡績工場のほうでも考えました。

これが先ほど言いましたように，後で花嫁修

業とかそういうところまでつながっていくわ

けです。うちで働けば安心してお嫁に出せま

すよというような形が明治の終わりぐらいか

― ―151

女子バレーボールの栄光と挫折(澤野)



らでき上がってくるわけであります。

明治の終わり，40年代に入るころから，

例えば，鐘紡の武藤山治いう名前が一番有名

ですけれども，この人あたりが一番早くやり

始めて，鐘紡がこういうやり方で成功するか

ら，ほかの紡績工場もまねをする。大体そん

な形で，明治の終わりから大正にかけてこう

いうような動きが広がります。

さっきの社内報みたいなものは，十分福利

厚生の萌芽と見ることができます。会社のこ

とを秘密にしてやるというのがあたりまえ

だったところへ，今，うちの会社はこんな状

況ですよという情報公開です。これをやりま

すと，今いいのか悪いのかわからない，何を

やっているかわからないようなところで働い

ているのと比べて，ずっと福利厚生につなが

る訳です。そのほか，いろいろな形で福利厚

生が考え出されていきます。

クルップという，これはドイツの鉄鋼会社

ですが，ヨーロッパと言ってもイギリスはあ

まり関係ないですけれども，ドイツとかフラ

ンスを含めて，大陸ヨーロッパという言い方

をしたほうがいいかもしれませんが，大陸

ヨーロッパで戦前において最も先進的と言わ

れた労働福祉の諸制度を持った企業でありま

す。この会社に鐘紡の武藤山治などは，視察

に行かせて，少しずつ福利厚生施策を取り入

れていきます。明治の35年ぐらいから少し

ずつ手をつけて，女工さんたちに安心して働

ける，親御さんたちが安心して娘を出せるよ

うにしていくわけです。ここから，ストレー

トに福利厚生という話をするのが，男子の企

業スポーツです。野球なんかは典型的なその

事例ですが，ここからちょっとワンクッショ

ン置くのが女子の企業スポーツです。

それはどこが問題かというと，明治37年

に，鐘紡の武藤山治は，最初に「女学校」と

呼ばれる女工さんたちの教育施設を社内に用

意します。当時は，男子の場合は，ここまで

ひどくないのですけれども，義務教育は尋常

小学校だったのですが，尋常小学校を卒業し

ている人が10％程度だったのです。そうす

ると，字はもちろん読めません。上司が何か

命令しても，それを全く理解できるレベルの

日本語を身につけていないという状態で会社

に就職するのが一般的だったのです。

明治の終わりから大正時代ぐらいで，日本

の教育環境は劇的に変化するのですが，明治

の30年代末ぐらいですと10％程度ぐらい

だったので，どうしても補習教育が必要だっ

たということはあると思います。でも，とに

かくドイツをまねて，女工さんたちを教育し

ようとするわけです。男子より早いのです。

男子はなぜ行われたかというと，女子をやっ

て，これは成功だと評価したからです。女子

の学校をつくって教育をやったところ，学校

によく出てきて一生懸命勉強する子は会社の

仕事もよくできるということを発見しまして，

では女子の教育を拡充しましょう，続いて，

「職工学校」を男子向けにつくりましょうと

いうような話の流れになります。

そして，紡績工場の場合，鐘紡などが考え

たのは，女工たちの生活の改善です。先ほど

言いましたように，飯場制度みたいに，全部

外部の業者に請け負わせて，全部任せてしま

うということになると，工員たちが非常に悲

惨な生活だと言われる。だから，生理休暇と

いうような話に入ってくるわけですけれども，

社会批判への対応が始まるわけです。

母性保護と女性の体育・スポーツ

レジュメに書かなかったので，ここで追加

してお話しするとすると，男子の労働はさほ

ど社会問題として深刻なことになりませんで

した。ところが女子の場合は，政府も憂慮す

る大問題になるわけです。それはなぜかとい

うと，日露戦争とか，その後の第一次世界大

戦が決定的だったと思いますけれども，第一

次世界大戦のちょっと前に，中国で，歴史の
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事項で言えば義和団事変というのがあって，

ヨーロッパ列強と，アメリカに日本を加えて

８カ国が共同出兵して，義和団の乱を平定す

るわけです。そのときの写真というのが教科

書などにしばしば載っているので御存じかと

思いますけれども，各国の兵隊が１列に整列

して並んでいる写真が写っています。各国の

軍隊の身長が，平均，例えば175センチとい

うとちょうど私ぐらいですけれども，これく

らい。そこへ日本の兵隊だけ肩口しかないの

です。１カ国だけ，真ん中がぼーんと下がっ

た写真を撮られて，それも教科書に出ていま

すけれども，これが政府の人たちにとって

ショックだったわけです。日本人の体格が悪

い。これだと兵隊は弱い，戦争をやったら勝

てないという話になりまして，どうやって日

本人の体格を欧米並みに引き上げるかという

ことが，この当時の政府の一つの大きな課題

になります。

そして，議論の中で出てくるのは，まず，

子供を産むのは女性ですから，女性の体格を

先に，男性のほうはほっといていいのだけれ

ども，女性はしっかりしたものにしていかな

ければいけないという議論と，もう一つは，

もっと直裁に，北欧あたりの人が一番大きい

から，スウェーデンとかその辺に頼んで，安

易なのですけれども，種を輸入したらどうか

という人もあらわれます。この安易さの延長

が，今の看護師とか介護士のフィリピンとか

インドネシアからの輸入につながっていると

私は思うのですけれども，でも安易というけ

れども，これって結構いいかもしれないとい

う気はしないでもないですが，それはともか

く，外国から大きい男をたくさん輸入して種

馬にしたらどうだという意見と，もう一つは，

女性の体格をよくしていけば，ちょっと時間

かかるけれども，子供の体が大きくなるぞと

いう議論がありました。そして，女性の体格

のほうを大体政府としては選ぶのですが，女

性の体格をよくするにはどうしたらいいかと

いうと，それは体育ということになります。

体育を女性に対して奨励しようということで，

女学校でまず体育をやれ，体育をやれという

突っ込みをやるわけです。

もうちょっと時代は後になりますが，ス

ポーツ大会。そうすると，女子のスポーツな

ど，オリンピックでは，貴族の男子中心に

ヨーロッパのスポーツというのは発展してい

た中で，女子のスポーツというのは遅れるの

です。完全に立ち遅れるのですが，日本は例

外的に女子のスポーツが早い段階から発展し

ます。だから，女子の場合，人見絹枝という

人がアムステルダムオリンピック陸上800

メートルで，銀メダルをとっているのですが，

こんな早くから世界に到達するような人が出

てくるという理由は，こういう社会的雰囲気

というか，政府がつくった雰囲気というふう

に言ってもいいかなというふうに思います。

紡績女工の健康とレクレーション

当時，深夜業が非常に盛んで，女子や子供

に対して長時間労働とか深夜業をやっている

という批判が出てきまして，女子のことを改

善しなければいけないと。この辺から，さっ

きの生理休暇の要求とか，そういうのが出て

くる。これは，女性保護というよりは母性保

護ですね。母体保護をやって，母親を元気に

大きくすることによって，日本人の体格を改

造しようという話につながっていきますから，

政府はわりと熱心にやるのです。

谷野セツさんというのは，日本最初の女性

高級官僚です。今の日本女子大にあたる女学

校出身の人に白羽の矢を立てて，日本でも

ちゃんとそういうことを面倒見ていますよ，

長時間労働とか深夜業とかを調査して，統制

してますよということを，政府が外国に見せ

るために，この人を功績工場の調査官に任命

するわけです。この人は，本当に大活躍する

のですが，紡績工場を視察して，詳細な綿密
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な記録をつけて，そしてこういう問題がある

から政府はこうしなければいけないという提

案までやります。すごい立派な人なのですけ

れども，その記録が出版されています。今読

んでもすごく感動しましたが，これも先ほど

言いました田口さんに紹介してもらって，こ

れはぜひ読まなければと思ったわけです。こ

こから，実は紡績工場の研究をスタートさせ

たのですけれども。

もう一つ言わなければならないのは，1916

年に工場法というのが議会で成立します。そ

んなこんなで，非常に労働条件が日本の場合，

悪くなっているということで，それを改善す

るために，社会運動が起こっているので，そ

れに対応して工場法というのを成立させて，

いろいろな規制を行うということが決まり，

それに対応しなければいけない。企業として

は，できればこういう法律をつくってほしく

ないから，先走って，さっきの武藤山治など

は，一生懸命企業内福利厚生みたいなことを

やり始めるわけですが，結局，女子の深夜業

を1926年に禁止するということを政府が決

めまして，各紡績工場に通達します。それに

対応しなければいけない。それから，労働時

間についても，２交代９時間労働，これ以上

働かせたらだめだというふうになります。賃

金は，労働時間が減るのですから，減らすの

は仕方がないということなのですが，余暇の

時間がふえますね。これらのものが企業ス

ポーツにつながっていきます。

労働時間が短縮しますと，遊ぶ時間，まだ

ことしも日本でいうサマータイムが日本の議

会に上程されなくなりました。特に北海道な

どに住んでいたら，１時間，時間が早かった

ら，随分いろいろ違ってくるのになと我々は

すぐ思ってしまいます。日本ではなかなか理

解されないのですけれども，仕事が終わって

から明るい時間帯が長いと，若い人はどうす

るかというのはおよそ見当がつくだろうと思

います。遊び回ります。女工さんも実際に労

働時間が短縮されて，放っておくと，大阪で

すから，南の盛り場にみんな出向いて，当時

でいうとカフェとかキャバレーとか，そうい

うところで遊びほうけている。そうすると仕

事の能率が落ちるというような話になってき

ます。そこで威力を発揮するのが先ほど言い

ました学校なのですが，そういう状態と学校

を拡充するというのと一体になって，紡績工

場などは学校というものを重視します。それ

から，学校の成績が上がれば出勤率が向上し

ます。出勤率と学校の成績に明確な相関関係

があるということを把握するわけです。そこ

で，どんどん教育を企業が提供するようにな

るという話になります。現代につながる研修

制度とか，そういうのは要するにこの流れの

延長線上で考えていただければいいと思いま

す。

余暇の時間が長くなりますから，学校へ行

くまでの間に時間があるよという話になって

くると，今度は余暇をどうやって有効活用す

るかということが紡績工場の課題になります。

男子だったら遊んできても少々ならいいだろ

うということで済むのですけれども，若い女

子が相手ですから，これで会社が終わった後，

遊ばれると，やっぱり会社としてはぐあい悪

い。そこで，ちょうど企業スポーツというこ

とで，男子の運動部があちこちにでき始める

ような時期と重なりますので，それにならっ

て女子も運動させようと。それから，女子に

スポーツとか体操とかということを政府が言

い出していたことも関係します。紡績業でも

政府の政策にしたがって，女子に対してス

ポーツをやらせようというような話がだんだ

ん出てきて，紡績工場でバレーボールとかバ

スケットボールなどが盛んになってくるのが

女子の企業スポーツの始まりです。

大体大正期から昭和の初めぐらいに，こう

いう流れで女子に企業スポーツとしてのバ

レーボールとか，バスケットボールとか，レ

クリエーションという話から入って，そうい
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う企業スポーツができ上がってくるというこ

とになります。

レクレーションの誕生

話はアメリカに飛びます。アメリカで大体

19世紀の末，経営学の講義ですと，この少

し後にフレデリック・テーラーという人が出

てきて，次にヘンリー・フォードという人が

出てきます。このフレデリック・テーラーと

かヘンリー・フォードとかというのがアメリ

カの経営学の出発点になるのですが，そうい

う時代と重なります。その直前にレクリエー

ションというのが成立します。レクリエー

ションが成立する必然性について，先に話を

済ませてしまいます。

1887年ボストンにレクリエーションみた

いなものが大事だよという人があらわれ，そ

の人が砂場を用意したのです。うちの子供た

ちも砂場で遊ぶのが好きでしたけれども，子

供たちって砂場みたいなものがあると喜んで

何でもやる。これは情操教育に非常にいいぞ

ということで評価されて，ボストンから全米

に砂場が波及するわけです。子供の遊び場と

いうのをつくろうと。都市公園というのはこ

の流れの中から出てきます。都市計画の中に

公園が入ってきます。もともと木が植わって

いて森があるとかということはあったにしろ，

公園を人工的につくらなければいけないとい

うような発想は大体ここから出てくると言わ

れています。

その公園みたいなものがだんだん整備され

ていくと，そこでスポーツをやろうという話

が出てきます。ところが，当時のスポーツと

いうのは，典型的には，アメリカの場合は野

球です。野球が国民的スポーツになっていく

という時期が，大体このちょっと前ぐらいの

時期で，もっと言いますと，フォードとか

GM とかという会社が設立されて間もなく何

をしたかというと，野球チームをつくって

競ったのです。まさに企業スポーツですが，

フォード対 GM みたいな話がいろいろ出て

くるのですけれども，その話は後でちょっと

だけやります。

そこまでいく前の話ですから，大々的にや

るというわけではないけれども，企業の中で

レクリエーションとしてスポーツをやろうで

はないかみたいな雰囲気が出てきます。そし

て，都市には砂場ができて，砂場の周りに，

日本でいうと公園ですね，公園の広場がいっ

ぱいある。そこで野球はなかなかできないけ

れども，もうちょっと小さいスペースででき

るような競技はないだろうかというようなこ

とから，いろいろなスポーツをつくろうとい

うような雰囲気ができ上がってきます。何せ

スポーツの効能というものがこの時期，相当

程度認識され始めて，まずチームスポーツで

あれば特にそうですが，規律を身につけるこ

とができる。協調性などを養うことができる。

そして，健全な肉体をつくることができる。

そして，何より楽しい。そういうようなこと

から，都会の人たちにスポーツを与えるとい

うことが大事なのではないかという議論が出

てきて，都市計画の中には必ず中心にグラウ

ンドとか体育館をつくらなければいけないと

いう，一種のルールというか，法則というか，

そういうものが19世紀の末にはでき上がっ

ていきます。都市計画は日本でも導入されま

すけれども，その中心にグラウンドとか体育

館，本当は日本の方がより必要なのですけれ

どもね。きょうも朝，地震がありましたけれ

ども，災害があったときに，特に地震などで，

グラウンドとか体育館があった場合に，すご

く使い勝手がいいというのがおわかりいただ

けると思いますが，こういうものを中心に都

市計画をやるという理論が入ってきたはずな

のですけれども，ここが抜けてしまって，都

市空間の話だけになってしまうのが日本の都

市計画であるという言い方ができるかもしれ

ません。
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YMCAとバレーボール

グラウンドもそうなのですけれども，体育

館ということに大きくかかわったのに

YMCAという組織があります。これは日本

でも有名ですから御存じだろうと思います。

YMCAというのはロンドンで，イギリスで

も日本のさっきの労働者の貧困というのと同

じ話が19世紀に，もうちょっと早い，19世

紀初期の段階で起こって，社会問題化します。

それを解決するために，若いキリスト教徒た

ちが集まって，イギリスにいる間は筋肉キリ

スト教徒というふうに彼らは自分たちのこと

を呼んだのですが，筋肉を動かすことによっ

て人は健全な精神を得ることができるという

考え方を主張しまして，労働者たちに運動さ

せようということを言い出したわけです。こ

れが，YMCAのもとになる人たちです。

その思想がアメリカにわたりまして，アメ

リカのYMCAにつながります。アメリカで

できたYMCAというのは，ちょうど布教活

動が盛んになりかけたときに起こった出来事

が鉄道建設で，大陸横断鉄道が西に向かって

どんどんどんどん広がっていきます。そうす

ると，駅ができます。駅の前に，大陸横断鉄

道とともに，体育館を駅前に整備します。初

めは町にやってくるのは鉄道労働者たちです。

駅ができて町ができると，そこに工場が立地

します。YMCAというのは，工場に働きに

来た労働者たちや，近辺の現場で働いている

労働者たちを体育館に集めて，体を動かして

健全な精神を獲得しようという運動をするわ

けです。そのために体育館を，全部Ｙ字型で

建てたと言われていますけれども，YMCA

のＹです。全米に30何カ所，あっという間

にＹ字型の体育館を建てて，体育館の隣とい

うか，Ｙ字の一部が教会です。教会と体育館

をセットにして布教活動に役立てるとともに，

労働者たちにレクリエーションを提供すると

いうことをやりました。

レクリエーションのコンテンツが問題なの

ですが，つまらないことで体を動かさせても

だれも集まりません。みんなが興味を持つよ

うなものを開発しなければいけない。そのコ

ンテンツとして選ばれたのが，まずバスケッ

トボールであります。これはルイ・スミスと

いう，これはYMCAの人ですけれども，こ

の人が開発した体育館の中でやる競技です。

体育館の中でやる本格的な競技スポーツとし

ては最初だろうと思うのですけれども，ほか

にもあるかもしれません。ハンドボールはド

イツで，もっと昔からあったという話もない

ではないのですが，でも，今，体育館でやる

ような競技で最初にできるのはバスケット

ボールだろうと思います。

これ，男子にはいいのですけれども，男子

はバスケットボールでとりあえず十分なので，

したがって，その後，アメリカでは男子のバ

スケットボールが，すごく盛んになりますよ

ね。ところが，女子にバスケットボールをや

らせると，今は平気で女子もやりますが，昔，

女子にやらせると，身体的に接触しますよね。

けがをする。けがしないような，もうちょっ

とおとなしいスポーツはないかというような

ニーズが高まります。男子ばかり来るのでは

なくて，YMCAには女子も来るぞという話

です。

そこで，W.Jモルガンという人が，バス

ケットボールにテニスを加えて，テニスのボ

レーです，ノーバウンドで打つのがボレーで

すが，浮いた球をそのままノーバウンドで返

すというところから，ボレーボールという，

今でいうバレーボールが開発されることにな

ります。これは出発点から女性向きのスポー

ツだったのです。身体的接触がない。しかも，

今のバレーボール競技を思い浮かべないでく

ださい。最初に中学校のときにバレーボール

を習ったら，一番最初にやるのは，学校の屋

上へ行って，何人かでぐるっと輪になって，

はーい，と言ってパスの練習をする，あのバ
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レーボールを思い浮かべていただけるといい

のですが，これだったら女性でもできるぞと

いうふうな形で成立してくることになります。

それは労働者の労働をリ・クリエーション，

再創造ですね，レクリエーションというのは

そういう意味ですが，労働者が，労働システ

ムですと，決まったことを繰り返し反復して

１日中つまらない仕事をやっている，これは

ロボットではないか。その人たちに心を与え

なければいけないというようなことででき上

がってくるのがレクリエーションであります。

アメリカの企業スポーツ

最初は企業スポーツとしてアメリカでも発

展します。日本と全く同じ話です。実際にこ

れ，つい最近というか，つい最近と言っても

４年ほど前ですが，NHKの番組を見ていて

気がついたのですけれども，日本で最初のプ

ロ野球，東京ジャイアンツというチームがで

きます。1936年です。1936年にチームをつ

くると同時に，東京ジャイアンツが北米遠征

します。一部がカナダとかメキシコも行って

います。本体は大体ずっとアメリカなので，

アメリカ遠征でよいのかもしれません。全米

で全部で100数十試合するのですが，その中

で，GM のチーム，フォードのチーム，あと

２チームか３チーム，合わせて５試合くらい

を，企業チームとやっています。デトロイト

では，東京ジャイアンツの取り合いを GM

とフォードがやって，いろいろなおもしろい

話が残っているというのが，ちょうど去年で

すけれども，「東京ジャイアンツ北米遠征記」

（永田陽一，東方出版）という本が出まして，

この中に出てきます。早速読んだのですけれ

ども，これはすごくおもしろかったです。こ

の本を読みますと，とにかく当時はアメリカ

で産業労働者の野球とか，ほかのスポーツで

もいろいろな企業リーグというのが非常に盛

んであったと書かれています。それは1936

年の話です。

1935年にワグナー法という法律ができま

して，２～３年後には全面施行されます。そ

の法律では，要するに，いわゆる福利厚生み

たいなことを企業がやるということになると，

労働組合の権力が失われる，労働者の団結権

が制限されるということで，禁止されます。

それまでは，フォードも GM もみんな日本

と同じで，年金とか保険とか，健康保険とか

失業保険とか，全部企業が負担していた。そ

ういう企業福祉みたいなことに企業が出資し

てはいけない。そうすると労働組合の存在意

義がなくなるからという理由で，やってはい

けないという法律ができます。そのために，

もし２，３年おくれていたら，東京ジャイア

ンツはフォードとか GM とは試合をしてい

ないのですよね。ちょうどそれを最後にして，

フォード，GM と東京ジャイアンツの試合が

最後の華だったという形で，アメリカの企業

スポーツは終了します。法律によって終了さ

せられたということです。

その法の精神からすれば，一つは，例えば

失業保険みたいなことは地方政府の仕事にな

ります。失業保険は地方政府がやる。そして，

福利厚生，特にレクリエーション，こういっ

たところを分担したのがYMCAであって，

逆に，YMCAがあったからこういう法律を

制定することが可能になったということが多

分できると思います。

バレーボールの日本上陸

とにかく，このようにしてバレーボールと

いうのは成立します。YMCAがつくったの

で，世界各国にYMCAが普及することにな

ります。バレーボールは，1908年に，かな

り早い段階ですが，YMCA関係の大学に留

学していた大森兵蔵という人が日本に伝えま

した。だけど，仲間うちで個人的に遊んでい

ただけで，本格的にバレーボールというのが
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日本に普及し始めるのは，1913年，YMCA

が関西，阪神間に体育館を建てまして，アメ

リカでやったのと同じようなバレーボールと

布教活動と一緒にやろうとしました。バス

ケットボールもそうですけれども，そういう

ことをやった。続いて，何年かおくれて横浜

でもやりますので，関西地区と横浜というの

がバレーボールの一つの拠点になります。

そして，これは結構普及します。すぐに日

本の学生たちが取り入れて，当時，最初の段

階で日本総合選手権というのができるのです

が，そこで最初の段階で10連覇とかやるの

が神戸高等商業学校という，途中で神戸商大

に名前が変わりますが，今の神戸大学の経営

学部の前身です。そのほか，強くて有名だっ

たのが名古屋高商，今の名古屋大学経済学部

ですね。この辺のところでバレーボールとい

うのがかなり普及しまして，早い段階から男

子の試合が始まるのです。

女子の試合はもうちょっとおくれますが，

極東オリンピックというのがマニラで最初に

開かれますけれども，このときに，1917年

の段階で，日本に入ってきて４年後に，

YMCAが是非，やろうではないかと主張し，

実現するわけです。第１回極東オリンピック

大会自体，YMCAが後援するみたいな形で

行われるのですけれども，このマニラの大会

でバレーボールをやるということで，日本と

中国とフィリピンですか，３カ国でバレー

ボール国際競技が行われた。これは実は国際

競技としてはバレーボールで世界最古の国際

試合だったというふうに言われているわけで

すが，1917年に日本はもう選手を派遣して

いるということです。

それから，スポーツ全般の普及に非常に大

きな役割を果たすことになりますが，1924

年，大会自体は，もうちょっと前からやって

いるのですけれども，24年の明治神宮競技

大会，これは何かというと，戦前の国体です。

戦後，引き継いだものが国民体育大会という

ことになります。これのもとになった大会と

いうのが明治神宮競技大会で，名前はいろい

ろ変わっているのですけれども，一般的には

明治神宮競技大会というふうに呼ばれますか

ら，ここでもその名前でいきますが，２年に

１回，戦後の国体みたいな形で行われた競技

大会の，1924年大会で，早くもバレーボー

ル競技が実施されています。

極東オリンピックぐらいの段階では16人

制だったのです。うじゃうじゃう人がいて，

１試合３セットとかやっても，１度もボール

にさわらないという人もいっぱいいて，こん

なものつまらないという話になって，日本で

は，９人制に移行します。９人ぐらいだった

らまあまあみんなさわるし，それなりに運動

にもなるしということで，日本では東京オリ

ンピックの直前まで，バレーボールというと

９人制でやる。身に覚えのある方はこの場に

は相当いらっしゃると思います。私のころで

も，中学で最初にバレーボールを習ったとき

は９人制でした。これがバレーボール協会の

ほうで６人制に切りかえるみたいな話が，中

学直前ぐらいからあったのかな。だから，

習ったのは９人制だったけれども，試合は６

人制でやるぞみたいな雰囲気でしたけれども，

東京オリンピックも，私の場合，ちょうど中

学の１年でしたから，その直前に，日本では

６人制の導入を決めて，その辺から変わって

いるはずです。実際の教育現場では遅れます

から，東京オリンピックが終わってもまだ９

人制をやっている中学とか高校とかもあった

かもしれません。

さらに，1930年に標準排球規則― バ

レーボールのことを排球と言ったのですが，

競技規則が制定されます。

これらは全部，アメリカより早いのです。

アメリカでは，最初の試合は1918年で，６

人制というのが初めて確立されて，小さな試

合はいろいろあったでしょうけれども，1918

年が最初に試合があった年と記録されていま
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す。全米選手権ができるのは1942年まで待

たなければいけない。というと，日本の方が

ずっとバレーボールは早かったのですよね，

という話になります。

紡績工場のバレーボール

やっと結論に近くなっていくのですが，次

は，紡績工場にバレーボールがどうして入っ

ていったかという話になります。まずは，紡

績工場とバレーボールの関係についてお話し

しなければいけません。鐘紡は1913年に，

さっきも言いましたようなレクリエーション

の指導ということから，バレーボールの導入

を決めるわけです。これが多分，紡績工場の

中では一番古いと言われています。ただ，資

料が揃っているわけではないので，細かいこ

とになると，はっきりわからないけれども，

多分鐘紡が一番古いだろうという話です。

神戸高商というのが先ほど言いましたよう

に当時一番日本で強いバレーボールチームで，

神戸高商の学生を呼んで指導に当たらせる。

それから，東京のほうの紡績工場とかになり

ますと，YMCAのアメリカ人を呼んでバ

レーボールの指導をやらせたとか，そんな話

も，鐘紡の東京ですけれども，そういうのが

残っています。その後，各地でバレーボール

が盛んに行われるようになります。倉敷紡績，

1918年に，これは最初だと言われているの

ですが，早くも社内バレーボール大会，工場

別に対抗戦みたいなものをやったという話が

あります。この段階では何人制でやったので

しょうね，記録に残っていないみたいです。

さっき，1924年でしたか，明治神宮大会

に男子の部が入って，その後1940年に初め

て女子産業従業員の部，女子の部はもう

ちょっと早くから行われていたのですけれど

も，この段階から，バレーボールだけでない

のですけれども，バスケットボールもやって

いるのかな，女子産業従業員の部というのが

でき始めます。これは何かということを考え

たときに，紡績工場にスポーツが定着したと

いうことの証明になるわけです。これが

1940年，昭和15年ですから，日中戦争を

やっていますけれども，太平洋戦争が始まる

前年になります。

そのときに，そのころから戦後もこういう

話が続くのですけれども，女学校対紡績女工。

紡績女工というのは，当時考えられる最下層

の女性たちであります。一番貧しい，農家の

娘たちが紡績工場に就職していました，先ほ

ど申しましたように。それに対して，女学校

というのはエリートです。初めは，体操とか

スポーツとかというのはエリートである女学

校で広げて，特に上流階級から順番に体位改

善を確保していこうと考えていたのが政府で

すから，産業労働者が何をしようと，最初は

あまり関知しなかったのです。それが，1940

年ぐらいになってきますと，紡績女工がバ

レーボールで女学校に対抗するようになって

くるわけです。

ここから戦後の話になっていきます。ちょ

うど戦争が終わって，しばらくバレーボール

の大会とかは中止になりますが，工場のレク

リエーションから企業のスポーツにだんだん

変わっていきます。最初の段階では工場でレ

クリエーションとしてバレーボールをやって

いた。ところが，これは1951年，戦後の日

本総合バレーボール選手権という大会に出場

した，紡績工場のチーム数ですけれども，参

加50チーム中の25チームぐらいまでが紡績

工場であったということなのです。鐘紡が６

チーム，日紡が５チーム，倉紡が５チーム，

東レが３チーム，東洋紡が２チームというふ

うに，紡績工場の各工場ごとに参加している

のです。

紡績会社のバレーボール

そして，だんだん覇権が女学校から紡績工
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場に移ります。優勝チームの一覧表を見てい

ただけると一目瞭然ですが，1955年から

ずっと日紡貝塚が優勝しています。日紡貝塚

はこの表に出てくる1966年まで勝ち続けま

して，その次の年に日立武蔵に初めて負けま

す。その後，ユニチカと名前変わるのですけ

れども，ユニチカになってからもう１度優勝

しています。ここが全部日紡貝塚であるとい

うことにまず注目してください。

最初は女学校なのです。愛知淑徳女学校，

広島県立女学校などが優勝争いを続けます。

初めて社会人のチームが勝つのが，神戸美登

里会ですが，これは神戸の電話局のチームで

す。ついでに言うと，むれ星というのは東京

の電話局のチームです。電話局のチームがま

ず最初に勝ち出し，その次に勝ち出すのが専

売局。電話局というのは，当時は逓信省です

から，逓信省の工場の現場のチームというふ

うにお考えいただければいいし，当時は専売

局ですから，政府の職員です。こういう人た

ちが勝ち出して，紡績会社では錦華紡績とい

うのが最初です。多分これは大阪のチームだ

と思うのですけれども，錦華紡績というのは，

当時，大阪，金沢，広島などに工場がありま

したが，多分本社のあった大阪に所在したと

思います。いろいろ調べたのですけれども，

よくわかりませんでした。

その後，さっき言いました日紡尼崎。日紡

は尼崎が，もともと関西の本拠です。そこが

優勝するようになって，日紡尼崎が３連覇す

るのです。中村女子というのは東京のバレー

ボール名門校です。後に，バルセロナ・オリ

ンピックでアメリカの銅メダル獲得に貢献し

た，ヨウコ・ゼッターランドがこのチームの

出身で，あるいは東洋の魔女と言われた人が

ここのコーチをやったりというので，結構話

題になった学校ですが，バレーボールでは名

門校です。この女学校，もしくはそのOGた

ちのチームが連覇したところで，戦争中断に

なります。

46年からは戦後ですけれども，中村女子

クラブ・中村女子がまた優勝するのですが，

51年に初めて鐘紡四日市が勝つ。この辺の

確執が，最もレベルの低いところの従業員で

ある女工さんたちに負けた女学校の人たちが，

戦前から戦後を通じて，こういう時代までは，

女工に負けるなんてとんでもないよみたいな

ことを言いながらやっている。そして，女学

校に負けるわけにはいかないみたいな対抗意

識を燃やして試合をやって，この辺からレベ

年 優 勝 準優勝

28 愛知淑徳女 広島県女

29 愛知淑徳女 広島県女

30 愛知淑徳女 四日市女

31 愛知淑徳女 神戸欽松会

32 愛知淑徳女 日本体操学校

33 神戸美登里会 明善女

34 広島専売局 愛知淑徳女

35 広島専売局 愛知淑徳女

36 錦華紡績 むれ星

37 日紡尼崎 徳島体操ク

38 日紡尼崎 愛知淑徳女

39 日紡尼崎 神戸美登里会

全日本総合選手権優勝・準優勝チーム（41・43～45年中止)

年 優 勝 準優勝

40 中村女 日紡尼崎

42 中村女ク 岡崎みくさ会

46 中村女ク 岡崎みくさ会

47 岡崎みくさ会 中村女ク

48 中村女ク 鐘紡淀川

49 中村クラブ 北海ドレメ

50 中村クラブ 鐘紡淀川

51 鐘紡四日市 豊橋東高校

52 日紡足利 鐘紡四日市

53 倉紡津 倉紡万寿

54 倉紡津 鐘紡四日市

55 日紡貝塚 鐘紡四日市

年 優 勝 準優勝

56 日紡貝塚 鐘紡四日市

57 日紡貝塚 倉紡津

58 日紡貝塚 倉紡津

59 日紡貝塚 倉紡倉敷

60 日紡貝塚 倉紡倉敷

61 日紡貝塚 ヤシカ本社

62 日紡貝塚 全ヤシカ

63 日紡貝塚 倉紡倉敷

64 日紡貝塚 倉紡倉敷

65 日紡貝塚 日立武蔵

66 日紡貝塚 ヤシカ
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ルアップが始まるわけです。

日紡貝塚の活躍

さて，いよいよ世界を舞台にした話に進み

ます。1947年に国際バレーボール協会が設

立され，世界選手権が始まります。男子は

49年，女子は52年に第１回が行われますが，

この頃はヨーロッパに参加国は限られていま

した。1959年のソフィア IOC総会で，男子

バレーボールのオリンピック開催が決まりま

す。そのためもあって，日本はブラジルで行

われた世界選手権（男子は第４回，女子は第

３回）にはじめてチームを派遣します。男子

は８位に終わりますが，女子は総合バレー

ボール選手権で優勝した日紡貝塚チームをブ

ラジルに派遣したところ，何と銀メダルを

とってきたわけです。協会はお金もないので，

企業に泣きついて単独チームを様子見のため

出したところの活躍で，びっくりしたわけで

す。そんなに勝つとは思わなかったみたいで，

強いではないかと見直します。そこへ東京オ

リンピックの開催が決まりますから，オリン

ピック種目にしようではないかということで，

女子の開催を猛烈に働きかけ始めることにな

ります。

そういうことを前提に，強化にも乗り出す

わけですが，バレーボール協会，金がありま

せんから，日紡が金を出すと言うかどうかが

勝負になります。結局，日紡が金を出しま

しょうということになり，欧州遠征で24連

勝します。この時に「東洋の魔女」という言

葉が生まれるのですが，欧米のマスコミが，

あまりの強さに「東洋の魔女」と命名するこ

とになります。当時はロシアが世界一だった，

このロシアのナショナルチームに，日紡貝塚

単独の企業チームが，３戦か４戦やって全部

勝つわけです。そして帰ってくるから，これ

は日本は金メダルとれるぞという話になりま

す。そして東京オリンピックに，日本が無理

を言いまして，ぜひ女子もやってくれという

ことになりまして，東京オリンピックで優勝

するという話になります。

オリンピックのときの成績ですが，調べて

みると，セットを一つ失っているのですが，

６チームしか参加していなくて，失ったのは

ロシアかなと思うと，違いまして，ポーラン

ドとやったときに１セット失っているわけで

す。ロシアには，だいぶ接戦をやっていて，

最後やっと勝ったような気がしたけれども，

よく調べてみるとストレートで勝っています。

最後は延々と，マッチポイントのポイントだ

け決まらなかったというのが実情です。とに

かく，日本，ソビエト，ポーランド，ルーマ

ニア，アメリカ，韓国という順位で，最初の

オリンピックが終わるわけであります。（写

真を見せて）これがそのときの写真です。

ちょうちんブルマが非常に懐かしいですね。

大松博文の苦悩

大松博文という監督，「おれについてこい」

という本，御存じの人が多いと思いますが，

ものすごい猛練習した人です。何より生理と

いうような理由で選手が休むことを嫌いまし

た。女だということを忘れてくれないとおれ

はチームに入れないぞというのがチームのメ

ンバーにする条件だったわけです。生理であ

ろうと何であろうと，いつも同じように動け

ないと，いつなんどき生理が始まるかわから

ない。そのときがオリンピックだったらどう

するという言い方を一貫してしています。そ

のために，体育館の中で血を流そうと何をし

ようとボールをぶつけて，ものすごい練習さ

せました。その映像を撮って帰ったドイツの

映画監督がいるのですが，この大松，貝塚工

場の練習風景を主にメインにしてつくられた

記録映画がカンヌの映画祭で最優秀に選ばれ

るというようなこともあるぐらい，ものすご

い画期的なと言っていい練習をしました。そ
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のかわり，おれは，おまえたちにオリンピッ

クで金メダルをとらせてやると。信頼関係が

ものすごく強いわけです。こういう厳しい練

習を強いますから，こんなの数年間しかでき

ないというふうに大松監督は思っていたので

す。オリンピックの２年前の世界選手権で優

勝するのですが，これが最後であると。オリ

ンピックは別のチームで出てくれ。おれも引

退するし，選手もこれで引退させる，お嫁に

行かせるということを言っていたのですが，

こんな強いチームにやめられたら困ると，

JOCとかいろいろなところから説得されて，

ではもう２年だけ続けると，非常に苦悩の選

択だったようです。

したがって，大松監督が，オリンピック終

わった後，一番先にやったことは，当時の佐

藤首相と会ったそうですけれども，そのとき

に，この連中の嫁ぎ先を紹介してくれと依頼

したわけです。その結果，河西昌枝という

キャプテンは，佐藤首相の仲人で，自衛官と

結婚しまして，社会的に大きな話題になりま

した。なぜそんなことまで話が大きくなった

かというと，大松監督が，こんなこと，オリ

ンピックで金メダルをとるためだけにやって

いる。終わったらすぐ彼らをやめさせてとい

うふうな感覚で教えていたわけです。悪いこ

とをしたという感覚は多分全くなかったと思

うのですけれども，すごいジレンマという中

に，何年間もいたということがわかっていま

す。

何より，選手であると同時に，東洋の魔女

たちは女工だったのです。５時まで確実に仕

事をして，それから練習する。だから，そう

いう意味で本当のアマチュアだったのです。

今だと，選手は働きませんから，バレーボー

ルに専念できますから，もっと言うと，もっ

と強くていいはずだと思うのですけれども，

仕事が終わって一段落して７時ごろから練習

して，深夜の10時ぐらいで終わるのが一番

早いのだそうですけれども，普通，11時ま

でやる。そうすると，選手たち，寝るのが

12時過ぎて，１時ぐらいに寝るというよう

なことが普通だったようです。

いろいろな話をしたいのですが，女工さん

たちの中で，多分この当時は，貝塚工場の女

工さんはみんな中卒だけれども，バレーボー

ルの選手だけは高卒だった。高校のいい選手

をスカウトしてチームに入れたからです。彼

女たち，浮いているのです。浮いているため

に，それを工場の各メンバーといかに溶け込

ませるかというようなことで非常に苦労した

というような話もあります。そんな話を，い

ろいろしたかったのですが，時間がないから

先へ進めます。

選手と女性という話です。何より，最近で

こそ女性がスポーツするのは当たり前だし，

女性が働くのは当たり前になっていますが，

女性が働くことにハンディがあると考えられ

たり，スポーツは女性のものではないと考え

られた背景には，さっきも言いましたように，

生理というものがあります。非常に女性に

とって過酷だというふうに考えられたわけで

す。何より，選手をそういうふうに扱わない，

女性と扱った途端に甘えが出るから，練習が

手抜きになるというのが大松監督の考え方で

す。

そうすると，それについていくために選手

がどれだけ努力したかという話になります。

ところが，やめた後まで含めて，大松監督の

もとで頑張った選手たちは，だれも大松監督

の悪口など，一言も，どこの取材に対しても

言わない。大松監督自体は，そういう考え方

をテレビで女優の加賀まりことの対談という

か，論争というか，加賀まりこが非常に突っ

込んで，大松流を批判するわけですが，でも，

大松さんもひるまずに答えてはいるのだけれ

ども，相当やっぱり憂鬱があったのだろうな

というのが，みんなの推測していることなの

です。選手たちも，加賀まりこの言うような

話を全否定します。我々はこれで満足してい

― ―162

経営論集（北海学園大学）第６巻第３号



る，こうしたかったという言い方をする。選

手と女性のあいだをどういうふうに考えたの

だろうな，というふうな話をもうちょっとし

たかったのですが，先に進みます。

大松監督は東京オリンピックの後，まだ若

かったですから，全日本の監督として残留し

てほしいというふうな要請があったのですが，

拒否します。しばらくして，数年休んだ後，

御存じの方は御存じと思いますけれども，中

国の監督になるのです。なぜ中国かという話

は，企業の国際戦略というのか，日紡自体は

ユニチカに名前が変わりますが，ユニチカ自

体は日本では立ちいかなくなって，日中国交

回復を待っていたのです。日中国交回復に

なったら，繊維企業は戦前も中国にいっぱい

工場を出していましたけれども，前に言いま

したように，上海とか，需要があるから。も

う１回中国に進出しようとする時に，中国政

府の機嫌をとるため，大松監督を，一種のピ

エロかパンダか，逆パンダですよね。この人

を貸すから工場を建てさせてくれという話の

持っていき方をするわけです。企業スポーツ

というのはそういうものに使われるのが運命

なのかなとも思います。男子のスポーツを見

てもあるのですけれども，女子の場合，特に

そういうことが多かったということをもう少

しお話ししたかったのですが，時間が来まし

た。

最後に，大松監督が指導したチームで，郎

平という，名前ぐらいはご記憶があるかもし

れませんが，エース・アタッカーがいまして，

彼女を中心に中国は世界一になります。大松

監督のときに世界一になったわけでありませ

ん。後にということですが，大松監督は大き

な貢献をしたということで，下手すると今

だったら日本よりも中国でのほうが有名かも

しれないという人になっています。

魔女たちは，先ほど言いましたように，大

松監督について，いろいろなところでインタ

ビューを受けても，ひと言も，不満など言っ

ていません。それほど信頼関係で結ばれてい

たのです。東京オリンピックが終わると同時

に，東京オリンピックの金メダリストたちも

みんなやめてしまいます。

企業スポーツの栄光というのはこのように

してでき上がったのです。紡績工場のサポー

トなしでは，東京オリンピックの金メダルは

なかった。ところが，企業スポーツの挫折と

ともに，バレーボールに限りませんが，あら

ゆるチームスポーツが，プロである野球とか

サッカーを除いてという言い方が正しいと思

いますけれども，もうこのままだったら，よ

ほどの状況の変化がない限り，オリンピック

で活躍するようなことはないでしょうという

ような状態になりました。だからといって，

企業スポーツをもう１回やれというつもりは

ありませんが，何かやり方を考えないとまず

いのかなというようなことを申し上げて，時

間が来ましたので，私の話を終わりたいと思

います。

どうも御清聴ありがとうございます。（拍

手）

【質 疑】

○司会 どうもありがとうございました。

結構時間的に押していますので，早速質疑

応答のほうに入りたいと思います。

今のご講演に対して，何でも結構です，質

問なり，これを聞きたいということがありま

したら，かなり後半のほう，押したと思いま

すので，もっと聞きたいということがありま

したら，何でもいいですので，挙手していた

だければありがたいと思います。

○澤野氏 多分，表面的なことは御存じだと

しても，これはこういうことなのだという話

は，多分全くと言っていいぐらい御存じな

かった方が多いだろうと思います。実は私も，

こういう研究をやらなければこんなことは全

然知らなかった話で，やりながらびっくりす
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ることばかりだったのです。私は，人事労務

管理というのが専門でずっとやってきました

けれども，それでも知らないことですから，

びっくりされた話が多いのではないかと思い

ます。ちょっと質問出にくいかもしれません

が，何でもいいですので，根っこからお話し

したいと思います。

○質問者 よろしくお願いします。

栄光までのプロセスについて，あまりわか

らないところも詳しく説明していただいたの

ですが，挫折ということに関して，企業がス

ポーツに対して条件とかそういうものがどん

どん悪くなっていって，廃部に追い込まれる

スポーツが多くなってきているのですけれど

も，それについて，スポーツに対して，企業

が利用する価値が，だんだんメリットがなく

なりつつあるというようなことは何か，それ

から現状をお話ししていただければありがた

いなというふうに思っております。

○澤野氏 それは去年のテーマだったので，

ことしはなるべくやらないようにしたのです

が，まず紡績工場は，御存じのとおり繊維産

業が一番先に国際競争力を失います。1960

年代の末にはほとんど余力がなくなって，ど

この紡績工場もだめになった。かわりにサ

ポートするのが，電機会社，日立とかサン

ヨーですかね。その次が問題なのですけれど

も，バレーボールについて，挫折の話をして

いくとその話になるのですが，ダイエーとか

イトーヨーカドーに取り込まれますね，御存

じのとおり。３段階ぐらい，その時々で企業

の業種が移っていっているのです。調子のい

い，もっと言うと，企業が使いやすいという

か，スポーツを使って宣伝しやすいようなも

のに移っていったというところを私は問題視

しています。

つまり，企業の利用価値が，最初のところ

で申しましたように，企業の場合は人材育成

とか福利厚生とかということで企業スポーツ

を育成してきたのです，歴史的に見ると。そ

れが宣伝広告に変わったということになると，

意味が違ってきます。福利厚生とか教育訓練

であれば，これは簡単になくすことはできな

いのです。業績が悪くなれば，しようがない

と思いますけれども，なくすこと自体，相当

問題なので，こういうものがなくなっていく

のと同時に，最初のほうに申しましたけれど

も，最後にもう１回言いたかったのですが，

派遣が生まれてきたり，労働者を圧迫するよ

うな立法が，規制緩和という名のもとでどん

どんどんどん今行われている。それを補うの

が，あるいは，そういうことをやめさせてい

くのが企業の福利厚生だったのです。教育訓

練というのも，教育を受けてから入るという

のではなくて，会社へ入ってからちゃんと教

育しますよというスタンスを日本の企業は

持っていた。だから国際競争力があったのだ

と私は言いたいわけです。

そういうものを少しずつなぜ失ったかとい

うのは，企業の業績が悪くなっただけではな

く，税制面の補助が得られなかったことが大

きいと思います。昔は丼勘定でと言ったら語

弊あるかもしれませんけれども，企業経営し

ている人は怒るかもしれませんが，でも，外

から見たら丼勘定なのです。かかった経費，

みんなまとめて労務費だといって出して，税

務署を通ったのです。それが，これはだめだ，

あれはだめだとだんだん言うようになって，

ルールも少しずつ変わったのですけれども，

会計基準の変化とともに変わりますが，もの

すごく福利厚生費とか，教育訓練費とか，こ

れは従業員全員にやっているのではなくて，

一部の人にやっている，これは一部の人の給

与だとかという言い方をするように税務署が

変わったことが，企業スポーツを維持できな

くなったもっと大きな理由だというふうに私

は認識しています。

担当の人に言っても，そういう文句はあま

り出ないのですけれども，そういうことがな

ければ，もうちょっと企業は頑張って企業ス
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ポーツをやるはずだと。だから，企業スポー

ツに関心のある人たち，あるいは大崎企業ス

ポーツ研究所という財団がありますが，そう

いったところで，とにかく税制面で少し面倒

を見てもらえないかというのが運動の中心に

なっているのだそうです。私もその動きが一

番キーになるのではないかなと思っています，

企業スポーツをやるには。

だけど，今さら企業スポーツと言っても，

中小企業は別です，中小企業はやれます。だ

けどトップ企業がトップスポーツをサポート

するということは，もうはっきり言って無理

だと思います。金がかかりすぎるからです。

合宿だ何だ，強化試合だといってものすごい

お金かかりますから。日紡貝塚と同じことを

今やろうとすると，つまり，オリンピックの

金メダル目指してチームを持つと，多分トヨ

タでもやりきれないのではないかというぐら

いお金がかかるようになってしまいました。

中小企業がその次のレベルの選手たちをサ

ポートするということは，これからもますま

す可能だし，北海道でも是非そういうことを

もっとやっていただきたいと思うけれども，

全般的に言って，企業スポーツという考え方

自体が難しくなっていると思います。

宣伝広告であれば，もうからなければやめ

ればいいことですから，どんどんサポートし

ますよ。するけれども，もうからなくなった

途端にやめていくだろうし，それから，選手

なりチームなりが弱くなった途端にサポート

しなくなります。これが問題で，スポーツ団

体なりスポーツチームの側から言うと，ある

ときは出してくれるのに，次の年は出さない

とかと言われるのが一番困るわけです。だっ

たら初めからやるなと私は言いたい。もう

JOCなら JOCに寄附する，そんな形でやっ

てくれないかと。そうすれば，JOCの中で

マイナースポーツから全部に配分できるでは

ないかと私は言いたいですけれども，宣伝と

なったところが一番問題だというふうに私は

思います。

○司会 ほかにいらっしゃいますか。

○質問者 ありがとうございました。

そうすると，スポーツがかなりレベルが高

くなってきて，一般の企業の従業員が余暇活

動として練習をするレベルでは，例えばオリ

ンピックでは勝てなくなってきているのでは

ないかなという気がしているのですが，そう

いった場合に，企業の福利厚生としてチーム

のスポーツが存在するというのは，それは

ちょっと難しくなってきているのではないか

なと。チーム自体が独立採算というわけでは

ないですけれども，ある程度企業の一部門と

いうことでなくて，一つの法人というか団体

としてやっていかなければならないのではな

いかなと思うのですが，一方で，ではその資

金調達をどうするかというところで，まず行

政はそこまでの資金余力がもうないと思うの

で，となると，企業セクターからいかにお金

を回してもらうかということになると思うの

ですが，一番やりやすいのはやっぱり広告宣

伝費だと思うのです。まさに出せるときは出

しやすい，でも，企業の側からすると，都合

のいいところで引っ込められるというところ

があるので，今，例えば資金的に余裕がある

から，では出しましょうかというふうに言っ

てもらいやすいということはあると思うので

すが，確かにおっしゃるとおり安定性に欠け

ると思うのです。

そこで，先ほど先生おっしゃられた，JOC

に寄附をするというような，そこから各マイ

ナー競技に配分するような形ということだと

思うのですけれども，企業の側からすると，

例えば JOCに寄附をするに当たって，税制

面で寄附金認定してもらう，全額損金算入さ

せてもらうとか，そういった方法が考えられ

るのではないかと，そういうことでしょうか。

○澤野氏 具体的にどうするという話までい

くと，私，よくわかりません。現実にこのま

まいけば，例えば親が金持ちで，子供が小さ
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いときから海外遠征に，親がコーチになって

連れて行く，トレーナーになって連れていく，

こういうことをやらないことには，オリン

ピックでメダルを取る選手なんか日本から出

なくなると。実際にイギリスとかフランス，

フランスはちょっと変わってきましたけれど

も，私，イギリスに長かったので，イギリス

を見ていると，そういう人しかオリンピック

に出ません。親が金持ちでないとオリンピッ

クに出られないというような状況は基本的に

まずいのではないかなと思います。日本も確

実にそうなり始めています。

強いチームをつくって勝とうとすると莫大

な金が要るという状況になってきたときに，

例えば容姿がよかったら，オグ・シオでもい

いのですが，サポートしてもらえる。容姿が

悪かったらサポートしてもらえないとか，こ

んな話って，やっぱりまずいのではないです

か。テレビ映りがいいからとか，親が金持ち

だからとかということしかチャンスがなく

なってきたら，スポーツにとってはやっぱり

自縛行為です。相当にまずいでしょうという

ことを言いたいわけです。

だから，できるだけ広告宣伝，するなとは

言いませんけれども，広告宣伝というのをも

う少し分散して，集めた金を再分配するよう

な形，いわゆる格差社会というのと同じ議論

ですけれども，そういうことをやらないと，

日本のスポーツ自体がつまらないものになっ

ていくぞと。共感できないものになっていく

ぞ，と言いたいわけです。あるいはうちの子

供を何とかオリンピックとは言わなくても，

それに近いところまでやりたいけれども，と

いう人たちが，初めからこんなのは無理だと

いって諦めなければいけないような時代に

なってくると，野球とサッカー以外はだれも

やらないということに多分なっていくのかな

と思います。

もう一つ言おうと思ったのは，何よりマイ

ナースポーツみたいなものをどうやってやっ

て育成していくかというときに，参考になる

としたらドイツとか，最近，フランスなども

やっていますが，大陸ヨーロッパのやり方，

アメリカやイギリスではないやり方だと思う

わけです。日本が今やろうとしているのは，

アメリカ，イギリス型というふうに理解して

いいと思っているのですけれども，大陸ヨー

ロッパ型という形は，基本的に自治体が音頭

をとるかもしれないけれども，金は出さない。

音頭をとって，地域にスポーツクラブをつく

ります。ここで収益が上がるのはサッカーの

みですから，サッカーで収益を上げる。サッ

カーで上がった収益を，例えばハンドボール

とか，マイナースポーツに分配していって，

マイナースポーツをサッカーの収益で維持す

るというやり方です。これならできるわけで，

実際にアルビレックス新潟はそういうやり方

をやろうとしているわけです。だけど，アル

ビレックス新潟のように，毎試合，３万人集

められるスポーツチームがどれだけあるかと

いうことが問題で，野球を除いては，サッ

カーで浦和レッズと新潟アルビレックスしか

ないわけでしょう。とすると，ほとんどノー

チャンスと言っていいのではないですかね。

日本でそれと同じようなものをつくるとい

うのは無理だと思います。可能性としては，

今，四国と北信越に野球の独立リーグができ

ましたね。こういうものがもうちょっと中央

に，来年から関西でもリーグができるそうで

すけれども，野球とサッカーしかないかもし

れませんが，そういうところで少し，それこ

そ独立採算ができるようなチームが全国に分

散しなければならないのです。

東京や大阪ではだめかもしれませんが，地

方都市に分散してできたときに，その地方に

できたチームがアルビレックス新潟みたいに

して，あるいはドイツ型のスポーツ普及のや

り方をやるということができたら，ちょっと

おもしろいかなと思います。プロ野球は今の

ところ，採算が取れないから話になりません。
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こんなやり方では，採算がとれないはずがな

いのですけれども，努力していないというこ

とで，おっしゃるようなことを維持していく

のは非常に厳しいというふうに私は考えます。

○質問者 もう１点だけ，済みません。四国

リーグと北信越リーグでしたっけ，そちらの

リーグなのですけれども，リーグと言ってい

いのかチームと言っていいのかなのですけれ

ども，資金調達の話になるのですけれども，

そこは入場料収入もあると思うのですけれど

も，スポンサー収入みたいなものもあると思

うのです。そういったときに，まさに企業と

スポーツのかかわりというか，そのスポン

サーになっている企業はどういうインセン

ティブというか，どういう名目でお金を出す

という形になっているのでしょうか。

○澤野氏 もちろん広告宣伝なのだろうと思

いますけれども，地方の場合はほとんどやる

ところは中小企業です。大企業の場合と，広

告宣伝と言っても意味は随分違うと思います。

社会に貢献しているという雰囲気が出ること

が大事なので，同じ広告宣伝と言っても，企

業の業種によって意味が違ってくるのです。

まず，企業スポーツをやっていた企業がど

んな企業かということを逆にさかのぼってい

くと，この区分けははっきりわかると思いま

す。企業スポーツに支援をしたのは，基本的

にメーカーなのです。メーカーは工場を持ち

ますから，工場で福利厚生とかという必要が

ありましたという話です。次によく企業ス

ポーツの分野に進出していたのは地方銀行な

のです。決して都市銀行ではありません。地

方銀行は，地方の核企業ですから，地域貢献

を求められる立場にあります。大きかったの

は国体なのですけれども，国体を持ち回りで

やりますから，ある地方には全くそういう

チームがない，何々県の要請で，一番先に県

が声をかけるのは地方銀行なのです。そうす

ると，銀行が，企業スポーツをやらなければ

いかんなという雰囲気になったときが，その

地方のチャンスなのです。銀行が融資してい

る企業に，おまえのところ，これやらないか

というような形で，企業スポーツチームが実

は地方にかなりできるのです。

だから，私，国体というのは意味ないとは

思っていません。そういう形でできたところ

が，例えば富山県などは典型なのですけれど

も，そういう国体のときにできた企業チーム

が，だいぶやめましたけれども，まだそこそ

こ残っているというやり方が一つ考えられま

す。

都市銀行は，この中にあって，実は当ては

まらないのです。だって国全体で活動する銀

行ですから，企業スポーツなんかやっても無

駄だったのです，前は。例外が二つありまし

て，都市銀行の中で，大和銀行と拓銀です。

この二つは，地方にベースを置いた都市銀行

ですから，大和銀行と拓銀は企業スポーツを

やっていたのです。それも，資金力がありま

すから，すごくよくやっていました。その意

味で，金融の再編というのがすごいダメージ

になりましたよという話です。

現に，私が広告宣伝ではだめだと言ってい

る最大の理由は，都市銀行で説明がつくと思

います。都市銀行が80年代から90年代にか

けて企業スポーツをものすごく盛んにやりま

した。各行競ってやりました。御存じですよ

ね。アメリカンフットボールです。各銀行が

みんなアメリカンフットボールのチームを

持って，最盛期は野村證券とか何とか証券ま

で入れると８チームぐらい，銀行・金融の

チームがありました。すごい活況を呈したの

ですが，金融不況とともに全部撤退しました。

アメリカンフットボール自体，今，しゅんと

しています。こういうことをやられたら，ス

ポーツはたまったものではないということを

私は申し上げたいので，もしそういうことに

興味をお持ちの方は，アメリカンフットボー

ルのことを調べてみてください。

だから，都市銀行というのは進出する必然
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性がないのです。もっと言うと，バレーボー

ルの場合は，紡績工場から電機工場に移って，

そこまではいいのです。ダイエーとかイトー

ヨーカドーは，やる意味が実はないのです。

ダイエーは早い段階からオレンジアタッカー

ズという名前のチームはいい加減やめて，９

人制をやろうとした。ママさんバレーを援助

します。これ，正解なのです。ママさんバ

レーをやって，そのためにダイエーにみんな

集まってくださいとやると，ダイエーの売り

上げにつながったのです。ママさんバレーを

そういう形でやってくれるほうが，国民とし

ては，スポーツの側からいうとありがたい。

９人制バレーといっても，ある程度インパ

クトありますから，広告宣伝になって，なお

かつサポートになるのです。本体のオレンジ

アタッカーズのほうはさっさとやめてしまい

ました。イトーヨーカドーも右にならえです

ね。出る必然性がないのです。小売業だと，

工場従業者と違ってパートのオバちゃんで

しょ。チームワークなどあまり必要ないわけ

です。だから，本当に広告宣伝だけでしょう。

強ければいいけれども，弱かったら宣伝にな

らない。こういう出方をされると，スポーツ

としては，すごいぐあい悪いよということを

私は申し上げたいのです。それしか金を集め

る方法がなければ，広告宣伝しかないかもし

れませんけれども，長いスパンで考えるとき

は，ぜひそういう企業のサポートは，競技団

体，断ってくださいというふうに私は申し上

げたいというふうに思います。

○質問者 同じ広告宣伝でも，いわゆる物販，

販売促進としての広告宣伝ではなくて，支援

サービスとしての広告宣伝のような意味づけ

で，今後は企業とスポーツの関係を考えてい

くべきだと，そういうふうに理解すればよろ

しいですか。

○澤野氏 おっしゃるとおりです。社会貢献

というような観点が必要と思います。

○質問者 ありがとうございました。

○澤野氏 地方だったら多分それができると

思うのですけれども，中央とか大企業だと難

しくなっていると思います。コーポレートガ

バナンスとか，もの言う株主などという話が

ありますから。

○司会 そろそろ時間なので，あともう一方，

いらっしゃいましたら。よろしいでしょうか。

ちょっと時間がオーバーしまして，よければ

来週もご出席下さい。

きょうのお話，経営学部だと，再来週の菅

原先生ですとか，最終回の伊藤先生あたりの

話に通じるかなと思いますので，これからも

御期待いただければありがたいと思います。

それでは，きょうの講義をいただきました

澤野先生に，最後に拍手をいただいて終わり

たいと思います。（拍手）
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